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※リアルタイム字幕配信の字幕情報であるため、誤字・脱字等がある可能性があります。 

 

令和 7 年 3 月 14 日(金)会見 

 

 

司会／それでは 3 月 14 日の知事会見を始めます。最初に知事から発言があります。 

 

知事／それでは会見を始めたいと思います。 

 まず 2 月の定例会が昨日閉会しました。予算案をはじめ、関係議案のご議決を頂き、感謝していると

ころです。予算の執行をはじめ県議会で出されたご意見も踏まえながら、県政を着実に前進させていき

たいと思っています。 

 そうした中 1 点だけ、宿泊税条例を制定しました。この間、多くの皆さまと意見交換しながら、宿泊税

の形を整えてきたところですが、これから県としても、まだ取り組まなければいけないことが残されて

います。 

 まず一つは、総務省協議を行わなければいけませんし、また特別徴収義務者のシステム改修・導入支援

の実施体制も整えていきたいと考えています。 

 加えて県議会でもさまざまなご意見を頂いた中で、特に使途の在り方の検討を具体化していかなけれ

ばいけないと考えています。観光振興審議会を開催し、宿泊税活用部会（仮称）の設置について、まずは

議論していただくこととしたいと思っています。できるだけ早くと思っていますので、年度内に開催で

きるように取り組んでいきたいと思っています。 

 また庁内の体制としては、観光戦略推進本部で、各部局が観光施策の方向感を共有しながら長野県全

体で取り組んでいるところですが、今回の宿泊税の使途は、もとより観光振興のためということに限定

しますが、観光スポーツ部の業務だけに関わるわけではありませんので、そういう意味では観光戦略推

進本部でも使途も含めて、施行に向けた取り組みをしっかり進めていきたいと思っています。 

 まず宿泊税が、長野県に観光にいらっしゃる皆さまにとって長野県の観光がより良いものになったと

実感していただくことができるように、取り組んでいきたいと考えています。 

 また導入に向けては、宿泊税を課税することについての広報・PR も非常に重要だと考えています。観

光客の皆さま、そして県民の皆さまの一層のご理解とご協力を頂くことができるように、広報・PR につ

いても取り組んでいきたいと思っています。本県の宿泊税は県・市町村協調型と言ってもいい特色ある

宿泊税ですので、県・市町村協調型宿泊税であることも含め、税制度についてしっかりと広報を行ってい

きたいと考えています。 

 それから、きょうはあと 2 点お話をしたいと思いますが、まず 1 点目がガソリン価格の適正化等に関

する検討会の開催についてでです。プレスリリース資料をお配りしていますが、検討会の第 1 回を 3 月

27 日に開催したいと考えています。石油商業組合のガソリン価格調整疑いということもあって、当初の

予定より遅れてしまったわけですけれども、検討会を設置して、ガソリン価格の適正化「等」というのは、

中山間地の SS 等、サービスステーションの非常に厳しい経営環境の中にある中で維持存続も図っていか

なければいけないということで、ガソリン価格の適正化、サービスステーションの経営の維持、こうした

ことについて検討を行っていきたいと考えています。 
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 検討会のメンバーについては、記載しているメンバーを予定しているところです。経済団体、市町村、

国、県という形で構成していきたいと思っています。第 1 回目のテーマとしては、まずガソリンの流通

実態等について、有識者からお話をお伺いしたいと思っていますし、また中山間地の SS の現状について

は、市町村の皆さまを中心に実情をよく分かっている方からご説明していただくことを予定しています。 

 県民の皆さまのガソリンについての関心が非常に強い、長野県はガソリン価格が高いという実情をし

っかり踏まえて、かつ、人口減少下においてガソリンスタンドの維持は、地域の暮らしを維持していく上

では必要不可欠なものですので、そうした観点と両面を持ちながら検討を進めていきたいと考えていま

す。 

 それに関連して、先日 2 月 28 日、石油商業組合からいわゆる中間報告なるものを頂戴しました。あの

場でも申し上げた通り、中間報告という名に値するのかどうか甚だ私としては疑問を持って受け取った

ところですけれども、まずこの対応についてですが、大きく二つあると思っています。 

 一つはやはり独占禁止法違反疑いの問題、それから、検討会とも関わりがありますが、これから未来に

向けてどうしていくか、過去の疑いと未来に向けてどうしていくかと両面あると思っていますが、まず

独占禁止法違反疑いへの対応については、先日も私からは、石油商業組合に対しては、まず公正取引委員

会の調査に全面的に協力するよう求めたところですし、また自ら事実関係の確認を行って県民の皆さま

に説明をしっかり行っていただきたいとお願いしたところです。 

 このことについては今、独占禁止法についての強力な権限をお持ちの公正取引委員会が調査を行って

いるところですので、県としても、当然協力していかなければいけないと思っています。3 月 10 日の時

点で長野県に寄せられていた具体的な情報については、一括して公正取引委員会に情報提供したところ

です。 

 また県民の皆さまからも、県に対してこれまでもいろいろ具体的に情報をお寄せいただいたところが

ありますが、公正取引委員会がこうした事実解明を行っていく役割を担っていますので、県民の皆さま

にはそうした情報については、県にお寄せいただいても県は調査権限がないので、公正取引委員会にお

伝えしていただきたいということを、この場で申し上げておきたいと思います。この間も具体的な情報

を県にお寄せいただきましたが、その都度公正取引委員会にもお知らせいただければという話をしてい

ます。県にお寄せいただいても、具体的に調査するのは公正取引委員会になりますので、ぜひそうした観

点で県民の皆さまには対応していただければと思っています。 

 それからもう一つ、未来に向けてですけれども、28 日の段階で私が申し上げたことは、一つは組合と

してコンプライアンスの順守徹底、あるいはガバナンスの在り方について、第三者委員会のような中立

的な立場の方が入って取り組む必要があるのではないか。それからもう一つ、こうした疑いが掛けられ

るようなことは今後行わないといったような申し合わせや宣言が必要ではないかということをお伝えを

し、取り組みを求めたところです。当日も完全オープンで行いましたので、やり取りの中でも、今、申し

上げたような点についてはいささか課題があるのではないかと率直に受け止めているところです。 

 こうした状況をそのままにしておくわけにはいかないと思っていますので、組合の運営の指導、それ

から監査権を有している長野県中小企業団体中央会と協力をして、一日も早く組合が適切な対応を講じ

ていただくことができるように取り組んでいきたいと考えています。 

 依然調査中ということですが、ぜひ一日も早く実態・実情が明らかになることを強く願っているとこ

ろですし、組合のガバナンスの改善等については、中小企業団体中央会と連携して、しっかりと県として



2025/03/14 会見 

3 

も対応していきたいと考えています。 

 それからもう 1 点、資料をお配りしていますけれども、ザワメキアートレンタル事業への協力依頼に

ついてです。障がいのある方が創作されたアート作品をレンタルするという事業ですが、昨年の 12 月に

スタートして 3 カ月余りが経過しました。当初は 14 作品でしたが、現在 39 作品まで増加したところで

して、これまでに六つの企業の皆さまに計 12 作品をレンタルしていただいているところでして、大変感

謝しているところです。 

 作家の方からも、自分の絵が飾られてうれしいといったような喜びの声を頂いていますし、実際に飾

っていただいている店舗等に足を運んでいただいている方もいらっしゃると聞いています。また、レン

タルを受けた企業の皆さまからも、多くの方に見ていただき好評だった、あるいは店舗が明るくなった

といった前向きなご評価を頂いているところです。 

 ここにも作品を一つお持ちしていますけれども、ぜひ 1 作品 3 カ月から、そして 1 カ月あたりのレン

タル料 4000 円で取り組んでいますので、多くの企業、特に多くの方が集まるような場をお持ちの皆さま

には、ザワメキアートレンタル、障がいのある方が創作したアート作品のレンタルの展示にぜひご協力

いただければありがたいと思っています。これから新年度に入る中でいろんな場所も模様替えをされた

りする機会もあると思いますので、まずそうした機会に作品の展示をぜひご検討いただきたいと思いま

す。 

 私からは以上です。よろしくお願いします。 

 

司会／それではご質問をお受けします。 

 ご質問のある方社名とお名前をおっしゃってからお願いします。 

 では廊下側前から 3 番目の方お願いします。 

 

記者／朝日新聞の高木といいます。お願いします。ガソリン価格についてお話がありました。長野県石油

商業組合への対応についてお話があったわけですが、今回 3 月 10 日に公正取引委員会に、県に寄せられ

た情報を提供されたというお話がありました。この情報については、寄せられた時期がいつからいつで、

何件の情報があったんでしょうか。 

 

知事／こうした報道が行われた後から 3月 10日までの時点の県もかなりこの関係では県の対応がおかし

いとか、いろいろご批判を頂いていますが、そうした一般的な情報ではなくて具体的な情報のみを 26 件

提供したところです。 

 

記者／ありがとうございます。具体的というのは独占禁止法違反に関わるような具体的な情報というこ

とでよろしいでしょうか。 

 

知事／県にこれが独禁法に違反するとか違反しないとか判定する権限はありませんので、そういう意味

では、価格についての具体的なお話として寄せられたものですので、もちろん今まだ疑いの段階で、それ

が全て独禁法違反であると確定しているものではありませんが、個別具体的なお話としてお寄せいただ

いたものについて情報提供しています。 
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記者／価格についての情報というのは、補足しますと価格の事前調整を疑わせるような情報という理解

でよろしいでしょうか。 

 

知事／そうですね。まさに報道されているような疑いに関わるようなものとして、県民の皆さまから寄

せられたものについてお伝えしています。 

 

記者／ありがとうございます。もう 1 点だけお願いします。新年度の予算の中で、先般議決がありまし

た給油所経営改善支援事業の支援金について議決がありました。2000 万円の予算が計上されていますが、

これの執行について、例えば対象についてはどのようにお考えでしょうか。 

 

知事／今回のガソリンの検討会にも事業者は当初入っていただこうかと思っていましたけれども、当面

入らない形でスタートする予定にしています。 

 やはり独占禁止法違反の疑いがあるのではないかと指摘されている状況に鑑みてこうした対応をして

いるわけですけれども、補助金の執行に当たっても、やはりそうした状況をしっかり念頭に置きながら

対応していかなければいけないと思っています。 

 従って、予算としては成立していますが、具体的な執行に当たっては県民の皆さまの疑念を抱くこと

がないようにしなければいけません。まず一つは、例えば先ほどの石油商業組合としての対応を今求め

ているところですので、しっかり行っていただきたいと思っていますし、それから、今後検討会の中でど

ういう SS をどういう形で支援していく必要があるのかということを具体的な形で検討していきますの

で、検討内容等も踏まえて対応していきたいと思っています。 

 ですから例えば、一律に例えば石油商業組合に入っている事業所を排除するとかそういうことではな

くて、今後の状況の推移も踏まえつつ、そして県民の皆さまの理解を得られるような形で執行していき

たいと思っています。 

 

記者／ありがとうございました。以上です。 

 

司会／他にご質問ある方いらっしゃいますか。では、窓側の前から 2 番目の方お願いします。 

 

記者／SBC の小口です。ガソリンの件でお話をお伺いしたいんですけれども、先ほど中間報告に値する

のか甚だ疑問であるというお話しをされましたけれども、ちょっとお怒りの様子もあらわにされていた

と思うのですが、一番どんな点に対して、知事自身、納得できなかったでしょうか。 

 

知事／あの場でも申し上げましたけれども、幹部の皆さまが集まった時に、もう少し具体的な確認であ

ったり、具体的な方向性の議論があって然るべきではなかったのかと強く思っていますし、また、そもそ

も中間報告の内容は、皆さまご承知の通り紙 1 枚という状況です。今、公正取引委員会が調査をしてい

るわけですので、決して県も違法だと決め付けてお話をしているわけでありません。ただ一方で、これだ

けガソリン価格に多くの県民の皆さまが関心をお持ちになり、そしてずっと長野県はガソリン価格が全
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国の中でも最も高い地域であったわけですので、そうした状況を考えれば、もう少し県民の皆さまの思

いも受け止めながらの説明であったり、これからの対応の方向性であったり、こうした説明があって然

るべきではなかったかなと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。もう 1 点ですけれども、報告の中で、組合側の追加の調査を行う予定だ

ったけれども公正取引委員会の方から追加の調査しないようにというような指示を受けたという中で、

できないという発言があったのですけれども、その後、公取の方に確認したところ、そういった事実はな

かったということも報道等でやっているのですけれども、そういった事実にないような報告をされたこ

とについては、知事はどのように受け止められていますか。 

 

知事／誰が何を言ったかとか、こうだったとかということよりも、むしろ今の状況にどう対応するかと

いうことにやはり真剣に向き合っていただきたいなと考えています。今の話も私も報道を通じて知った

りとか、それは率直に申し上げれば、やはり組織としてはいかがなものかと感じる部分もありますが、た

だそういうことを言っていても始まりませんので、先ほど私も申し上げたような、今、組合に対して投げ

掛けている、求めていることがありますので、そうした部分にしっかり対応していただきたいと強く思

っています。 

 

記者／ありがとうございます。 

 

司会／他にいかがでしょうか？ 廊下側前から 2 番目の方をお願いします。 

 

記者／市民タイムスの萩原です。よろしくお願いします。先ほど知事も触れられましたが、改めてガソリ

ン価格の検討会と組合との関係というか立ち位置、どんな距離感を持ってやっていくのかという部分を

含めて、最初は名前は入ってないですが、初回なり、2 回目なり 3 回目なり、全く組合の方はもうオブザ

ーバー的な位置でもなく、全く組合はノータッチでいてもらうような方向で進めていくのかという部分

と、その後具体的なガソリン価格をどうするかという話になってくると、やはり組合加盟者の方も苦し

んでいらっしゃるかもしれないですし、いろいろあるかと思うのですが、将来的なものも含めて、検討会

と組合の距離感というか、立ち位置とかはどのように考えていらっしゃいますか。 

 

知事／県と石油商業組合の関係は、組織対組織の関係ですので、そういう意味では、基本的にはこれまで

通りの関係だと思っています。ただ、例えば先ほどの検討会みたいなところで、これから例えば SS にど

んな支援をしていこうかということを考えている時に、やはり疑いとはいえ、公正取引委員会が調査に

入っている組織がそのまま参加して導き出された結論は、おそらく県民の皆さまとしてはなかなか納得

しづらい形になると思いますので、メンバーに入っていただくことは今回行っていません。 

 ただ、実際の SS の実情であったり、石油流通・ガソリン流通の実態であったり、今回は客観的なお立

場の方からお話をお伺いしようと思っていますけれども、県内の実情を最も把握されている方を全く排

除して検討するというのも現実的ではないと思いますので、必要に応じてお話を聞いたりということは

あり得なくはないと思っています。 
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 ただ今の段階では、やはり先ほど申し上げたように、県からお願いしている基本的なところの方向性

もお出しいただけていない状況ですので、まずそうした部分についての対応をしっかり行っていただき

たいと思っています。 

 

記者／分かりました。ちょっと確認的になってしまって恐縮ですが、前回の中間報告というものがその

名に値するものではなかったというのはよく分かるんですけれども、あの時の対応というのは確かに取

材していていかがなものかと思ってしまう部分があったんですが、組合ですね。今後組合が誠意を持っ

てちゃんと調査して、こんな調査しましたよと、公取が発表する前に独自調査しましたよと、県民にお知

らせしますよというような態度と言ったら言葉は良くないですけど、そういった方向に組合が舵を切り

始めたら、話を聞き始めるというようなイメージでよろしいんですかね。 

 

知事／今後の状況次第だと思いますが、先ほど申し上げたように、これまでの価格調整疑い、独占禁止法

疑いの件については公正取引委員会の調査を待つしかないと思っています。ただもう一方で、やはり組

合のガバナンスであったり、それから例えば今回も報道されている内容を見たりする限りでは、やはり

価格情報についてスタンド間で一定のやり取りがされていましたよということがかなり多く報道されて

いますよね。そうしたこと自体がグレーゾーンになり得るというようなことも含めて、やはり組合とし

てどういう形でえりを正していくのか。どういう形でコンプライアンスの徹底を図っていくのか、まず

はしっかり方向を出していただくことが必要だと思っています。 

 

記者／すみません、ありがとうございました。 

 

司会／他にいかがでしょうか？ では窓側の前から 3 番目の方をお願いします。 

 

記者／中日新聞の渡邊と申します。よろしくお願いします。今のガソリンの関係で先ほどの組合との関

係を求めることについて、未来の方向ということで、組合のガバナンスであったり、また第三者委員会な

どが入ってそういったことに取り組むのではないかというお話がありました。 

 その中で、長野県中小企業団体中央会と県が協力して、県も関わっていくというようなお話をされた

かなと思うんですが、具体的にどういう形で県は何を対象にどういう形で関わっていくということにな

るんでしょうか。 

 

知事／これは法律上、中央会が組合の事業および経営の指導あるいは組合の監査を行う権限をお持ちに

なられていますので、そういう意味では先ほど来申し上げているような、今後に向けてのガバナンスの

在り方とか、コンプライアンスの徹底については中小企業団体中央会の皆さまと協力して対応していく

ことが必要だと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。今の点で今後県中小企業団体中央会さまと県で何か具体的なチームみた

いなものを作って取り組まれていくということなんでしょうか。それとも定期的に情報交換をされてい

くという形なんでしょうか。 
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知事／求めていくことについては 28 日の段階で県からはかなり具体的に申し上げたつもりですし、中央

会の皆さまとも共有していますので、今の段階でチームを作るというようなことまでは考えていません

けれども、必要に応じてしっかり情報共有しながら対応していきたいと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。少し話が変わりまして 3 月 27 日に第 1 回を開く検討会についてですが、

今回の議事予定は二つありますが、こういったことに関して、検討会、今後も話を続けるのかなと思うの

ですけれども、今後はどのぐらいの頻度で開いていき、またいつ頃までに結論、暫定的なものであれ結論

のようなものを出すのか、スケジュール感を教えていただければと思います。 

 

知事／基本的に今後のスケジュールをどうするかは 1 回目の会議でしっかり確認をメンバーの皆さまと

していかなければいけないと思っていますが、県としては、あまり時間をかけずに対応していかなけれ

ばいけないと思っています。そういう意味では、今年の夏頃までには一定の方向性を出していきたいと

思っています。 

 アウトプットとして想定されるのは、例えば小規模 SS に対する支援をどうするかとか、あるいは国に

対していろいろな規制等もありますし、そうした部分も含めて国に対してどういう提案を行っていけば

いいのかといったようなことも含めて、夏頃までには一定程度の方向性を出していきたいと思いますし、

それを踏まえて県としての取り組みについても考えていきたいと思っています。 

 

記者／ありがとうございました。 

 

司会／他にいかがでしょうか？ では真ん中の列の方をお願いします。 

 

記者／NHK の杉本です。ガソリン関連でたびたびで恐縮ですけれども、改めてですが、今回メンバーの

選び方というところ、今回、国の資源エネルギー庁なども入っていますが、こういった検討会をあまり他

のところでやっているのかどうか私も分からないんですけれども、こういうメンバー選びで何か参考に

したり、どういう基準で今回選んだかというのを改めて伺えますでしょうか。 

 

知事／担当課は何か参考にしたかもしれないですが、もし担当課でコメントがあったら。 

 

担当課職員／産業政策課長の木下です。他を参考にしたということではないのですが、まず中山間地域

の実態を今回中心に扱うということで、市町村長、首長の皆さまにお集まりいただく。それからそこに対

する補助制度を持っている国、こういったところに参加していただきながら、使い勝手ですとか今後の

要望、先ほど知事も申し上げました通り、今後どういったことを要望していくのが効果的なのかといっ

たところを一緒に議論していくに当たって適当な方ということで選んでいます。 

 

知事／ありがとうございます。 
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記者／確認の意味ですが、県中小企業団体中央会が監査の権限があるというところですけど、もう少し

具体的にどのような権限があってどういう立て付けになっているのか伺えますでしょうか。 

 

担当課職員／中小企業団体組合中央会の方の業務として定められているのは、中小企業等協同組合法、

これによって組合の運営ですとか指導ができます。 

 

知事／共同組合法で直接ですね。中小企業等協同組合法というのがありまして、その中に都道府県の中

央会、本県で言うところの中小企業団体中央会についての規定があります。74 条で都道府県中央会は次

の事業を行うものとする、という中で商工組合の組織、事業および経営の指導並びに連絡、それから組合

等の監査、こうした権能が記載をされていますので、中央会としてのこうした法律に基づく取り組みと、

県も一定の権限がありますので、県と連携をして取り組んでいきたいと思っています。 

 

記者／県の権限があるというところで、例えばどういうことができ得るというか、働き掛けとしてあり

得ることになるでしょうか。 

 

知事／今申し上げたような、まず中央会には一般的な指導権限、県の権限は誰か持っていないかな。 

 

担当課職員／県の方は中小企業団体の組織に関する法律という中で、例えば認可の設立に関する許可が

ありますので、この中で、疑義等が疑われる場合は報告を求めたり、改善を求めるというところがありま

すので、こういったところで協力していくということになろうかと思います。 

 

知事／一般的な業務の指導等については中央会が基本的に行っていますし、今申し上げたような許認可

に関わるものは県が受け取って対応していますので、そういう意味では連携して対応していくというこ

とが必要だと考えています。 

 

記者／仮に公取の調査である程度の疑いが明らかになり違法なものとして認められていく場合には、要

は認可はしないということも県の対応として可能ということですか。 

 

知事／許認可しないというのはよほどのことがなければだと思いますが、違法な行為が行われているこ

とがあれば、中央会とも連携しながらしっかり対応していかなければいけないと思いますし、これまで

の段階でも、例えば独占禁止法違反かどうかの判定権限は県にはないのでと公取に委ねるしかありませ

んが、業務の指導みたいな部分については、県と中央会で協力しながらしっかり対応していきたいと思

っています。 

 

記者／ありがとうございます。 

 

司会／他にいかがでしょうか。では廊下側、一番後ろの方お願いします。 
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記者／読売新聞の田中と申します。15 日に信州そば県の協議会が発足すると思います。香川のうどん県

のように、県そのものの知名度が上がって PR に成功したような県の事例もあったと思うんですが、信州

そば県として発信していくことについての知事としての意気込みをお聞かせください。 

 

知事／そば県の協議会については民間事業者の皆さまが中心になって進めていただいているので、先日

私も意見交換をしましたが、香川のうどん県は、県全体のブランドをうどんで突出させて全体のブラン

ドを引き上げていこうという視点が強いと思っていますけれども、協議会の皆さまの感覚は、やはりし

っかりそば県として名実ともに認知されるような取り組みをしていこうということで、少しアプローチ

の仕方は違うのかなと、少しというか、だいぶ違うのかなと思っています。 

 県としては観光面でも、あるいは飲食業であったり、観光業の振興の観点であっても、そば振興は重要

だと思っていますので、協議会の皆さまともしっかり連携をしながら対応していきたいと思っています。 

 

記者／確認ですけれど、今おっしゃったように香川のうどん県と信州そば県という在り方の違いについ

ては、もう一度、知事の見解をお聞かせいただけますか。 

 

知事／「うどん県。それだけじゃない香川県」と香川県は確かおっしゃっていると思いますけれども、香

川県の特産品のうどんを前面に出しながら、県全体のブランド戦略として取り組みされていると思って

います。本県の今度設立される協議会は、そばの事業者の皆さまを中心とした協議会ですので県全体の

ブランドというよりはそばの生産であったり、製造であったり、あるいは販売だったり、飲食と観光との

連携だったり、こうしたことをしっかり充実・強化をしていこうという観点が強いと思いますので、そう

いう意味では県全体のブランド化の話とは少し違うアプローチだと思っています。 

 

司会／他にございますか。では窓側一番前の方お願いします。 

 

記者／信濃毎日新聞の河田です。よろしくお願いします。ガソリン関係と教育政策についてお伺いした

いのですが、まずガソリンについて何点か確認したいのですが、知事が先ほどおっしゃった中小企業団

体の組織に関する法律を見ると解散命令みたいなこともできるというのが出てくるのですが、極端な話

かもしれませんが、ガバナンスの面で、先日のように十分な対応がみられないということがあった場合

は、そういった対応も視野に組合に関わっていくのかどうかというのをまず確認させてください。 

 

知事／まだただの疑いという状況ですので、そこまで踏み込んだ話をする段階ではないと思いますけれ

ども、先ほどから申し上げているように、独占禁止法に関わる権限は公取の皆さまの権限ですが、組合に

対しての指導であったり、あるいは組合からのいろんな報告を受けたり、こうした役割は中央会と県が

分担して担っていますので、そういう意味では法律上の権限も念頭に置きながら当然対応はしていきま

すが、今おっしゃったような話は、もう本当に最後の最後の話だと思っています。 

 

記者／検討会について確認ですが、やはり事業者が入っていないと本当の実情というところが見えない

かなと思います。一方で、やはり今の状況でメンバーに入れるわけにいかないとも思います。そういう意
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味ではここまで急いで、夏には結論を出したいということでしたが、そこまで急いで検討会を開くべき

なのか。急ぐ理由を教えてくださいということと、関連して、もし実情を組合加盟の事業者から聞くとな

れば、その時点で疑惑に対してどういう対応をとっているかということが問題になると思いますので、

報告の時のように、ガバナンスの面についても、期限を設けていつまでにこういう対応を取ってくださ

いという期間を設けるような形は考えているのかどうか教えてください。 

 

知事／後者の方は検討会とは別の話？ 

 

記者／検討会に呼ぶ際に、多少対応が取られていないとまだ呼べないと思うので、いつまでにガバナン

スについても宣言を出してください、そういうような期限を設けた関わり方をするかどうか。 

 

知事／前段の話で、検討会を進めるに当たっては、私も当然実情はよく聞かなければいけない部分があ

ると思いますので、そういう意味では、例えば個別の SS の皆さまにお越しいただいて話を聞くとか、あ

るいは石油商業組合の方であっても、お越しいただいて県の検討の参考に意見を聞くということは全く

排除するわけではありません。 

 ただ、今の状況であると、なかなか県民の皆さまのご理解を得にくいのではないかと思いますので、今

お話があったように、まずは組合としての対応をしっかり進めてもらいたいと思っています。期限を設

ける、設けないというところについては、県もしっかりやっていただくことが必要だと思いますし、そん

なに時間をかけて取り組むべき話ではないと思っていますので、期限を設けて要求するかどうかについ

ては、県からは 2 月 28 日の段階で具体的な問題提起と要求をしているところですので、状況を見て判断

していきたいと思っています。 

 

記者／検討会の開催自体を、状況を見て落ち着いてから、開催自体を遅らせるという選択肢はなかった

ですか。 

 

知事／まず、とにかくガソリンスタンドの維持存続をどうするかは率直に言って待ったなしだと私は思

っています。価格調整疑いの報道があったり、公正取引委員会の調査が入っている中でも、日々、個々の

スタンドの経営をされている方は、苦労されている方も大勢いらっしゃいます。また先ほど申し上げた

ように、特に過疎地 SS と言われるような所のスタンドがどんどんなくなってしまうようなことになる

と、マイカー依存度が強くて、しかも灯油等にも依存しなければいけない寒冷地の長野県にとっては社

会的なインフラがなくなってしまうと言っても過言ではないぐらいの大きな課題だと思いますので、そ

ういう意味では、こうした状況ではありますけれども、待ったなしの課題であるということを踏まえて

検討をスタートさせていきたいと思っています。 

 

記者／ありがとうございます。教育政策についてお伺いしたいのですが、衆議院を通った段階ですけれ

ども、国の新年度の修正された予算に高校の授業料の無償化というのが盛り込まれました。これの受け

止めをお伺いしたいというのが一つ。もう一つはこれによって私立の方に学生が流れてしまうのではな

いかという懸念も指摘されていますが、長野県でのそういった影響についてどんなことが考えられるか、
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知事のお考えを教えてください。 

 

知事／まず長野県としても、子育て世帯の経済的負担の軽減ということは、これまでもいろんな形で取

り組んできました。保育料の軽減であったり、医療費の助成であったり取り組んできましたので、そうし

た大きな流れの中では高校の授業料無償化の流れということについては、少子化の中で子育て家庭の費

用負担が少なくなるという意味では、望ましい方向だと思っています。 

 ただ一方で、ここで止まってしまうと、今お話のあったように、例えば、公立と私立の関係性の在り方

だとか、あるいはその先の高等教育の費用負担の在り方だとかいろいろな課題が残ってしまいますので、

教育にかかる、それから子育てにかかる経費を全体としてどうするのかという議論にもしっかりつなげ

ていただくことが必要だと考えています。 

 これまで知事会においても全国的に統一すべきするようなものについては、例えば子どもの医療費だ

とか、あるいは給食費だとか、国がしっかり取り組んでほしいということをお願いしてきていますので、

高校無償化で止まってしまうと、全体として必ずしもバランスのとれたものにはならなくなってしまう

可能性がありますので、もっとしっかり進めていただきたいと思っています。 

 それから今ご指摘があった公立・私立の関係ですが、長野県は大都市部と比べると私立学校のウエイ

トがかなり低い状況ですので、そういう意味では大都市部に比べると影響はそれほど大きくはないと思

います。ただ、全くないわけではありませんし、その一方で今、高校再編であるとか、高校の特色化であ

るとか、県立学校の特色化を進めようとしていますので、国全体の動きを踏まえながら、長野県自身の高

校改革、高校の特色化についてはよりしっかりとした方向性を教育委員会と一緒に打ち出していくこと

が必要になってきていると思っています。 

 

記者／ありがとうございました。以上です。 

 

司会／他にございますか。それでは廊下側の真ん中辺の方お願いします。 

 

記者／中日新聞の林と申します。よろしくお願いします。まず、先ほどのガソリン関係の話ですけれど

も、検討会でどれぐらい組合に入っていないところがあるのか分からないのですけれども、例えば中山

間地域が主な問題だと思うんですけれども、今後の経営に関しては。組合に入ってないところの事業者

をひとまずは招いて話を聞くみたいな選択肢は当面ないのかというところを伺いたいんですけれども。 

 

知事／組合に入っていても入ってなくても聞く可能性はもちろんあると思っていますけれども、今回の

第 1 回目の検討会委員においては、この過疎 SS をお持ちの自治体市町村の皆さまをお呼びしたいと思っ

ていまして、今のところ栄村、青木村、王滝村、いずれも過疎地域の SS を存続させなければいけないと

いう問題意識を持って取り組みしていただいている、あるいはこれから取り組もうとしている所ですの

で、まず市町村の皆さまから市町村の立場で過疎 SS についてどう考えているかということについてお伺

いをしたいと思っています。 

 

記者／仮定で申し訳ないのですけれども、例えばこれから実際に今回の疑いが事実であると分かって、
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それは疑いが分かったところが、例えば、一部の地域、支部に限られた場合、支部に対しては、今後こう

いう支援を行いません、他の支部の皆さまに対して支援を行います、みたいな懲罰的な施策を行う可能

性があるのかどうか伺いたいのですけれども。 

 

知事／私は率直に言って懲罰的な対応をするつもりは基本的にはないです。今回も例えば仕組みを作る

のに価格調整疑いが掛けられた人をメンバーに入れるということは、やはりそもそも出てきたアウトプ

ットの信頼感もなくなってしまう可能性がありますし、できるだけ早く石油商業組合にはしっかりとし

たこれからの方針を示してもらいたいと思っていますが、ただ県として取り組むときには、やはり県は

あくまでも公正中立な組織、公のために、公共の福祉のために取り組むことが使命ですので、補助金を支

給するに値しないような重大な問題があれば、そういうケースもあると思いますけれども、ただ県の政

策手段を懲罰的なものに使うということは、県行政の在り方としては必ずしも望ましいものではないと

思いますので、先ほど来申し上げているように独占禁止法違反に当たるのかどうかということ、あるい

は当たったときにどのような措置を求めるかというのは、公正取引委員会が一義的に取り組む話ですの

で、まずはそちらでしっかり対応していただきたい。県としては、先ほど来申し上げている組合のガバナ

ンスであったり、コンプライアンスであったり、こうしたものをしっかりしてもらうということを中央

会とも連携して取り組んでいきたいと思っています。 

 

記者／分かりました。ありがとうございます。 

 

司会／他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

 ないようでしたら以上で知事会見を終了いたします。 

 

知事／どうもありがとうございました。 

 


